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資源エネルギー庁「令和3年度省エネルギー促進に
向けた広報事業」による2イベントを開催

環境・エネルギー教育における
体験学習の重要性
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JR名古屋駅の上空にシンボリックなツインタ
ワーが立ち上がったのは約20年前。1937年
竣工の旧名古屋駅ビルに替わって建設された
JRセントラルタワーズである。オフィス、商
業施設、ホテルなどの大規模複合施設で、地
上245m（地上53階地下4階）ほどの高さを
誇る。2017年には隣接してJRゲートタワー
が建設・接続され、さらに大規模な駅ビルへ
と進化した。この名古屋玄関口のランドマー
クビルにも、環境に配慮した地域熱供給が採
用されている。

2022

vol.

この施設は下記エリアで熱供給を受けています

JR東海名古屋駅周辺地域
（名古屋熱供給㈱）

「熱供給」誌を新たに定期購読ご希望の方は、当協会ホームページよりお申込みください（送料含み無料）。

JRセントラルタワーズ

Japan Heat Supply Business Association
〒102-0075 東京都千代田区三番町1-16 三番町ホテルビル3階
tel.03-6261-7704 fax.03-6261-3195

日本熱供給事業協会社団
法人

一般

“地域熱供給”のバーチャル工場見学サイトが開設されました！



名古屋駅の直上、JRセントラルタワーズの 15 階には、名古屋

市内を一望できる「スカイストリート」がある。同ビルの高層階

にあるホテル、オフィスへのエレベーター乗り換え階で、隣の

JR ゲートタワーまで連続した展望台のような空間となっている。

北東には名古屋城、南には走る新幹線が見られ、夜景も美しい。

待ち合わせにも便利な場所だ。1階のデパートの入口付近は人

が多く、大事なお客様も友人も見つけにくい。その点、スカイス

トリートは各施設へのアクセスに使われ、人溜まりもそれほど多

くない。待ち時間は眺望が楽しめるし、合流したらすぐ 12・13

階のレストラン街に移動するという予定も組みやすい。地元の人

も便利に使うスポットなのだ。

名古屋に着いて最初の観光スポット。ご利用は 1・2 階から直

通のシャトルエレベーターでどうぞ。
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スカイストリート
住　所：	愛知県名古屋市中村区名駅1-1-4
　　　　JRセントラルタワーズ15F
営業時間：	JRセントラルタワーズに準じる
　　　　（タワーズシャトルエレベーターの運行時間：7時～24時）
定休日：	JRセントラルタワーズに準じる
　　　　（基本的に無休）
お問い合わせ先：052-586-7999
（JRセントラルタワーズ	総合インフォメーション：９時～20時）

https://www.towers.jp/
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百田	真史
（東京電機大学	教授）

西川	雅弥
（東京電機大学	准教授）

呉	賢明
（当協会広報委員／東京電力エ
ナジーパートナー㈱	エリア開
発営業グループマネージャー）

大学での環境・エネルギー教育

呉　本日は先日開催した「“初めて

の地域熱供給”ワークショップ」の

東京電機大学への出前授業のお話を

含めて、「環境・エネルギー教育」

を大きなテーマにお話を進めていき

たいと思います。

　「環境」や「脱炭素」という言葉

が世界的なキーワードになり、総理

大臣の所信表明にも使われるように

なりました。学生さんも強く意識す

るようになったと思いますが、いか

がでしょうか。

百田　環境問題は広く認知されるよ

うになっています。建築学科の中で

も設備系のみならず、意匠系の学生

も課題で意識している印象を受けま

す。ただ、具体的な知識やアクショ

ンがよくわかっていない、という状

況です。知識としてはテレビを見て

得たというレベルで、自分事にはま

だなっていないという感じがありま

す。

西川　環境系の研究室を志望する学

生たちは、特に意識が高いと感じま

すね。社会的にも SDGs が浸透して

きています。特に日本では 17 の

GOALs の中でも「7. エネルギー」

と「13. 気候変動」が大きく注目さ

れていますので、学生の意識も強い

です。

　ただ、百田先生がおっしゃったよ

うに、知識、価値観、実行する手段

等の素養は追いついてないという印

象はあります。

呉　企業側からいうと、逆にそのよ

うな価値観、基準、物差しを、学生

のうちに勉強してもらえるといいな

と思います。

百田　環境系の研究室に所属する学

生には、例えば、学生たちが設備設

計の会社に入社した時に「負荷計算

って何？」ということにならないよ

うに、最低限そうした知識はつけて

あげるよ、ということは言っていま

す。実はそのあたりのことに取り組

んでいる大学は少ないので、環境設

備分野に就職した際はアドバンテー

ジになります。

西川　そうですね。私は少しでも図

面を読めるようにしてあげたいとい

う想いはありますね。それと、数年

前の建築士を対象にしたアンケート

で、半分くらいは省エネ計算（一次

エネルギー消費量等）ができないと

いう結果だったので、初級程度の知

識はきちんと教えたいと思っていま

す。

　東京電機大学では建学の精神とし

て「実学尊重」を掲げています。技

術を通して社会に貢献できる人材を

育てる、ということです。なので、

できるだけ在学中に業界のリアルな

世界を見せてあげたいと考えていま

す。

体験・見せることの重要性

百田　昨年度、今年度と、私たちの

環境系研究室への志望者がすごく減

っていますが、コロナ禍の影響を大

きく受けていると感じています。

西川　志望者は減りましたね。

百田　東京電機大学は 3 年生の後期

に研究室の配属が決まりますので、

その前の 3 年生の前期に、地域熱供

給（地域冷暖房）のようなブロック

セントラル熱源システムを採用して

いる千住キャンパスの設備を見学す

るイベントを実施し、興味を持って

もらうようにしていました。普段は

入れない共同溝や機械室、屋上など

を見せることで、学生たちはすごく
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鼎談の様子

対　談 ◆ 新電力会社による地域サービス戦略と脱炭素への取組み

盛り上がるんですよね。

西川　施設見学は、どうやって環境

設備分野が面白そうだと思ってもら

うか、という意味で貴重な機会だっ

たのですが、コロナ禍ではそれが実

施できないので、研究室を決めるま

でに環境設備分野の魅力が伝えられ

なくなっているのが課題ですね。

呉　環境設備系の授業では、実習等

はやられているんですか。

西川　2 年生後期の必修科目「建築

設備概論」が入学して初めての環境

設備系の授業になります。基本的に

座学の授業です。しかし、設備は普

通に生活している中では見えないよ

うに隠してつくられているものが多

いので、街に出て設備の写真を撮っ

てくるという課題を出したりしてい

ます。仕組みを教えることに加えて、

実物を見せる機会をつくって、イメ

ージを持たせるようにしています。

　先日、Web コンテンツ「地域熱

供給バーチャル工場見学」を見てく

るように宿題を出したら、学生の 9

割は「地域熱供給って何ですか？」

という状態でしたが、見学後は、一

般的にはイメージがしにくい冷凍機

から冷水が回って冷房しているとい

った仕組みなどがわかったようで、

すごく良かったです。

呉　ご家庭だとルームエアコンを使

っているでしょうから、水で冷やす、

水で温めるという空調の感覚は持っ

てないでしょうからね。

西川　そうなんです。想像もしてい

なかったと思います。機能だけを見

せればいいというわけではないです

が、動画やアニメーションなどによ

りとてもわかりやすいコンテンツと

なっていました。

百田　私は二部（夜間）の授業も担

当しているのですが、二部の授業は

20 人程度なので、スライド等で空

調機の説明をした後、すぐ教室を出

て空調機械室を開けて「ほら、ここ

からドレン水が出ているでしょう」

と見せることができます。機能説明

とセットで実物を見せると理解を得

るのが早いですね。一部（昼間）の

建築学科は 130 人くらい授業を受け

ているので、そういう点は難しいで

す。

出前ワークショップの実施

呉　今回、資源エネルギー庁の「“初

めての地域熱供給”ワークショップ」

を東京電機大学での出前授業として

実施されましたが、何年生の授業だ

ったのでしょうか。

百田　3 年生後期の環境・設備分野

の「建築設備設計」です。月曜日に

2 コマ、木曜日に 2 コマの週 4 コマ

ある演習で、環境設備系の秋田剛先

生と、西川先生、私の研究室に所属

した学生が受講します。施設見学を

2 回実施する計画になっていて、そ

の 1 回をこのワークショップとしま

した。コロナ前は熱供給プラントの

見学等をしていたコマです。

呉　どういう経緯で実施することに

なったのでしょうか。

百田　夏頃、日本熱供給事業協会さ

んが資源エネルギー庁の委託事業の

提案をお考えの時に、Web コンテ

ンツ「地域熱供給バーチャル工場見

学」を活用したワークショップを学

生向けに実施したいとの相談をいた

だきました。実は、それ以前にいた

だいたメールの署名欄に Web コン

テンツの URL がリンク設定されて

※撮影時のみマスクを外しています※撮影時のみマスクを外しています
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いまして、それを拝見していたんで

す。これは演習授業の見学会の代用

に活用できるな、と思っていたタイ

ミングで渡りに舟の相談があった、

そんな経緯です。

呉　双方が学生向けに Web コンテ

ンツの活用を考えていて、授業で活

用することになったのですね。

百田　今回のプログラムで、もう一

つよかったこととして、開催日の一

週間前に東京ビッグサイトで開催さ

れていた展示会「エコプロ」に視察

に行って情報収集してくること、と

いう宿題を出したことです。以前は

射場本忠彦先生（現：東京電機大学

学長）の授業でも ENEX や蓄熱フ

ェアなどの環境設備系の展示会をど

れか見て来なさい、という課題を出

されていました。そういう場は大人

と話せる場なんですね。日本熱供給

事業協会さんからエコプロの出展の

話を受けて、展示会に行くこともと

ても魅力的だと感じ、ぜひやりまし

ょうとなりました。

呉　大人と話すという意味では、今

回のワークショップでは、5 人程度

の班に分かれて取り組むグループワ

ークがあって、各班に 1 人ずつ熱供

給事業者の若手社員が補助員として

参加していましたが、いかがでした

か。

百田　やはり大人がいると、学生は

きちんと勉強してから参加しないと、

という気持ちになるものですね。少

し背伸びをする経験をして欲しいの

で、そういう意味でよかったと思い

ます。

　研究室での経験値の積み方によっ

て違いはあるのかもしれませんが、

卒論生、修士課程、博士課程という

ように、学生が研究を進めていく過

程で大人が近くにいて関与する環境

だと、学生は自然に大人になってい

くので、そういう場はとても大事で

す。

西川　今回の課題でエコプロに行っ

た学生に感想を聞いてみました。地

域熱供給について事前に情報収集し

てくるというテーマを与えられて行

ったけれども、会場はビジネスマン

だらけだし、どの会社が関係してい

るのかもわからないし、ということ

で学生はかなり苦労したようです。

事前に調べて当日に備えたり、工夫

したりしたようで、いい刺激になっ

たようです。

人と人をつなぐ場に

呉　来年以降、今回のようなワーク

ショップをやるとしたら、どのよう

な改良を加えたらいいと思いますか。

百田　まずは、リアルに対面で実施

したいですね。それと、他の大学と

共同で開催するのもよいと思います。

西川　他大学と一緒にやるのは面白

そうですね。

百田　毎年、全国の国公立の大学の

施設課の職員が集まって実施してい

るワークショップがあり、私もファ

シリテーターとして呼ばれることが

あります。集まった施設課などの職

員は初対面なのですが、同じ課題に

向き合うことで親交も深まり、大学

間の横のつながりをつくる場として

も活用されています。今回のワーク

ショップも、参加した学生が他大学

の学生から刺激をもらう場としても

いいかもしれないですね。

呉　エコプロでも、熱供給事業者の

若手社員がブースの説明員としてお

手伝いをしましたが、他の事業者の

百田	真史	氏　略歴
Momota	Masashi	

1973 年生まれ。福井県出身。東京電機大学
工学研究科博士後期課程満期退学。2001年
博士（工学）取得。東京理科大学理工学部建築
学科助手、東京電機大学工学部建築学科助手・
講師・准教授を経て、2018 年より教授。現在
に至る。空気調和・衛生工学会の第 43・44・
53 回学会賞技術賞、第12・14 回十年賞、第
48・56・57・58 回論文賞、日本建築家協会
（JIA）	第 8 回環境建築賞優秀賞等多数受賞。

西川	雅弥	氏　略歴
Nishikawa	Masaya	

1981年生まれ。東京都出身。2005 年早稲田大学
大学大学院理工学研究科建築学専攻修士課程修了。
2010 年博士（工学）取得。2006 年東京電力㈱
（現：東京電力エナジーパートナー㈱）入社、日本ファ
シリティ・ソリューション㈱（出向）を経て、2019
年より東京電機大学未来科学部建築学科准教授。現
在に至る。空気調和・衛生工学会の第 4・5 回リ
ニューアル賞、第 8回 JABMEE 環境技術賞等受賞。
技術士（衛生工学部門）、設備設計一級建築士。

呉	賢明	氏　略歴
Kure	Masaaki	

1980 年生まれ。東京都出身。2004 年東
京理科大学大学院理工学研究科建築学専攻
修士課程修了、東京電力㈱（現：東京電力エ
ナジーパートナー㈱）入社。電気供給部門・日
本ファシリティ・ソリューション㈱（出向）・法
人営業部門を経て、2021年よりエリア開発
営業グループマネージャー。現在に至る。一
級建築士、建築設備士、エネルギー管理士。

鼎　談 ◆ 環境・エネルギー教育における体験学習の重要性
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若手社員と交流できたことは刺激に

なったようです。事業者によっては

他社との接点機会がつくりにくい業

界でもあります。横のつながりをつ

くりたいというニーズはあるでしょ

うね。

西川　2 ～ 3 時間程度で同じ班の人

とお別れ、というのはもったいない

ですね。発表の機会を別日にしたり

すると、その間、班でコミュニケー

ションをとる機会が増えます。そう

いう参加者がつながれるプログラム

を考えられるといいですね。

百田　また、普段は見られないよう

な場所は学生も興味がわきますし、

大人も好きですよね。地域熱供給プ

ラントでも、360 度カメラをつけた

現場の管理の人がプラント内を歩い

ている映像や、建設の過程の映像を

見せられるといいなーと思うんです。

学生には「面白い」ということが頭

に残ってくれたらいいなと思うんで

すね。

西川　印象に残ることが興味・関心

につながるということはありますね。

百田　そういうものをまず見せてか

ら、それが何かと説明すれば、一番

記憶に残る。認知につながりますよ

ね。

呉　最後に今回のワークショップへ

の評価や、コロナ禍の授業環境につ

いてひとことお願いします。

百田　新型コロナウイルスのまん延

で、これまで気を使わなかったこと

にまで気を配らなければいけない状

況に変化しました。高齢者と同居し

ている学生もいるなど、色々なこと

を考えなくてはいけなくなっていま

す。しかし、教育としてやりたいこ

とを、できるだけ制限したくない、

と考えています。どうしてもできな

いことは、そこをどう補うのかを考

えなくてはいけません。そういう意

味では、今回のワークショップはそ

の手法の一つとして貴重な手段とな

ったと感じています。

西川　コロナ禍で Zoom を使えるよ

うになったりして、オンラインの技

術がかなり向上しました。そういう

意味では便利になったことも多いと

思っています。授業も録画してサー

バーに保存しておけば、学生たちの

復習に役立ちます。

　一方で、人材育成という観点から

いうと、対面で実施することの大切

さは変わらないと考えます。その後

に生まれてくる色々な効果を考えま

すと、人と人のコミュニケーション

を促せる場をつくっていけたらいい

と思います。今回のワークショップ

も事後のコミュニケーションにつな

がるような仕掛けなどをもっと考え

られるといいですね。そういうもの

が機能すれば、あとは学生が自主的

にいい方向に転がっていってくれる

ような気がします。

対　談 ◆ 新電力会社による地域サービス戦略と脱炭素への取組み

　東京電機大学で実施した資源エネルギー庁主催「“初

めての地域熱供給”ワークショップ」の出前授業（通称：

出前ワークショップ）は、同大学の 3 年後期の環境・

設備分野の必修科目「建築設備設計」の企画として、

2021 年 12 月 16 日（木）の 3 ～ 4 限目（13:40

～ 17:10 ／ 3 時間半）にオンライン方式で開催した

イベントです。将来実務の中心で活躍する学生を対象に

実施することで、将来的な脱炭素社会実現に向けた地域

熱供給の導入拡大に結びつくことを期待するものです。

　参加者は、同大学の秋田剛先生、百田真史先生、西川

雅弥先生の研究室所属の 28 名の学生と、補助員を務め

る熱供給事業者の若手社員 6 名の合計 34 名で、6 班

に分かれてグループワークを実施。自分たちが熱供給事

業者の社員になったと仮定して、「オフィス＆ホテル」

もしくは「官庁施設＆病院」に地域熱供給を採用いただ

けるようにアピールするプレゼンテーションを作成しま

した。自主学習と議論を通じて、将来有望な学生の皆さ

まに地域熱供給を認知いただくことができました。

　当協会では来年度以降も出前ワークショップを実施予

定です。ご興味のある方は、当協会広報部までご連絡を

いただければ幸いです。

「“初めての地域熱供給”ワークショップ」東京電機大学への出前授業

参加者によるプレゼンテーションの様子

解説＆報告
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資源エネルギー庁
「令和3年度省エネルギー促進に向けた広報事業」
による2イベントを開催

報告

当協会では、経済産業省資源エネルギー庁の「令和3年度省エネルギー促進に向けた広報事業（地

域最適エネルギー需給システムの導入による省エネルギー促進情報提供事業）」を受託し、地域熱供

給のPR、認知度アップのために、以下の2つのイベントを実施しました。ここでは簡単に実施内容

をご紹介します。詳細は当協会Webサイトをご覧ください。

①展示会「エコプロ2021」に、資源エネルギー庁ブースを出展
期　日：2021 年 12 月 8 日（水）～ 10 日（金）

会　場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）

出展者：経済産業省資源エネルギー庁

内　容：街と一体となって安定的にエネルギーを供給する地域

熱供給の仕組みや設備について、Web コンテンツ「地域熱供

給バーチャル工場見学」を活用した映像展示でわかりやすくお

伝えしました。また、全国に広がる地域熱供給全地域や、最

新事例、脱炭素化に貢献する再生可能エネルギー・未利用エ

ネルギー活用事例など、パネルでご紹介しました。事前に用意

したノベルティグッズが全てなくなるほどの盛況でした。

展示ブース

説明員は会員事業者の
若手社員が務めました

経済産業大臣政務官	
岩田和親氏も来場

［詳報］

 https://www.jdhc.or.jp/report_ecopro2021/

②“初めての地域熱供給”ワークショップを10回開催
期　日：2021 年 11 月 30 日、12 月1日、3 日、14 日、15 日、16 日※ 1、

　　　   2022 年 1 月12 日、13 日、18 日、19 日

会　場：完全オンライン（zoom）　　　参加人数：延べ 149 名

内　容： Web コンテンツ「地域熱供給バーチャル工場見学」等を活用して、地域

熱供給の仕組みや設備について学んでいただき、その後、参加者を 4 ～ 5 名／

班に分けて、ステークホルダー※ 2 向けの PR プレゼンテーションを考えるというプ

ログラムを実施しました。最後の各班の発表では、場所・業種などのお客さまの

設定や具体的な導入メリットの訴求、貢献策の提案などが多く披露され、内容

の濃いプログラムとなりました。

2021年11月30日開催時の様子

2022年1月12日開催時の様子

［詳報］

	https://www.jdhc.or.jp/event/workshop2021/
※1：12月16日は東京電機大学建築学科への出前授業として本ワークショップを開催
※2：ステークホルダー：不動産、鉄道、地方自治体、建設・設計、金融、マスコミ、エネルギー
など、地域熱供給に関わりの深い業種
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地域熱供給ビジネスと脱炭素
地域熱供給ビジネスとは言わずもがな、販売する熱量

によって対価を得る仕組みである。はじめにこのビジネ

スモデルと脱炭素化との関係性を考えてみる。

地域熱供給の脱炭素化を目指すには、使用するエネル

ギーのカーボンフリー化や省エネルギー化などいくつか

アプローチがあるが、ここでは短期的に引き続き重要と

なる省エネルギー化の視点で現状の課題を整理する。

現在、地域熱供給の省エネルギー性能評価によく用い

られるのは、プラントの総合エネルギー効率（以下、プ

ラント COP）である。電気、都市ガスといった使用し

たエネルギーに対する冷水、温水、蒸気等、製造したエ

ネルギーの比率を示すが、この値が高い方がエネルギー

の利用効率に優れ、省エネルギー化が進んだ地域熱供給

とされる。一般の建築物では、建物全体のエネルギー性

能が評価されるのが通例であるが、地域熱供給では区分

上、プラント側のみを評価するのが一般的だ。

理想的には地域全体のエネルギー効率向上を目指すべ

きであり、最近では供給側と需要側が一体となって省エ

ネルギー化を目指す先進的な事例もある。しかしここで

課題として挙げられるのは、熱を供給するプラント側と

しては、地域全体の効率化、省エネルギー化にはどうし

ても消極的にならざるを得ない構造となっている点があ

る。それは冒頭に述べたとおり、地域熱供給は販売する

熱量で対価を得るビジネスであり、建物側の省エネルギ

ー化は販売する熱量の減少、つまりは利益の減少に繋が

ることを意味しており、本質的には避けたいという心理

が働くのが現実ではなかろうか（図1）。

この課題の解決には、例えば熱量ではない何か別の形

で対価を得るビジネスモデルも考えられるが、その詳細

については次号で述べることとしたい。

再構築期を迎える地域熱供給
脱炭素化やレジリエンス向上に向けて、動きが加速す

るマイクログリッドや VPP（バーチャルパワープラン

ト）。地域熱供給の世界でもこれらの技術との連携が模

索されているが、その前提となるのはこれまで熱供給地

域内で閉じていた様々な情報を、リアルタイムに地域外

と積極的にやりとりする必要があることだ。電力に関わ

前号では、新型コロナウイルス感染拡大を経た現代社会においてDX（デジタルトランスフォーメーション）の進展
が都市構造にもたらす影響と、脱炭素時代に求められる都市像を大局的な視点で展望した。今号ではこのような
将来に向けて、現状の地域熱供給（地域冷暖房）が抱える課題について考える。

図1　地域熱供給を取り巻く省エネ上の課題

連載　脱炭素時代の都市構造と地域エネルギービジネスの展望

脱炭素時代における脱炭素時代における
地域熱供給を取り巻く課題地域熱供給を取り巻く課題

第
２
回

施設A

施設B

施設C

（現状）省エネ性能はプラントCOPのみで評価

（現状）プラント側にとって需要側の省エネは
　　　　収益減に直結してしまう

DHC地域

地域全体で省エネルギーを推進するには？
問い

熱供給
プラント

大橋 巧
摂南大学	理工学部	住環境デザイン学科	准教授
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る情報はもちろんのこと、例えばレジリエンス性に優れ

た BCD（事業継続地区）を目指す上では、人流、交通流、

インフラ供給の情報等との結び付きや、将来的にはこれ

らを統合する都市 OS とのデータ連携の必要性も求めら

れるであろう。地域熱供給はこの動きに合わせた再構築

期を迎える可能性をも想定しておくべきではないか。

再構築期といえば自動車の世界であるが、ガソリン車

など内燃機関を用いる新車の販売について、目標年を定

めて停止する宣言を出す国が相次いでおり、世界的な

EV 化の流れは加速が見込まれている。その EV を売る

米テスラは、家庭用エアコンの参入に意欲を示し話題と

なったが、その本質は、空調設備というハード販売自体

への着眼ではなく、VPP や排出権取引の時代に備え、

電力消費のコントロール自体に価値を見出していること

にあり、空調をバーチャルの世界で稼ぐ分散型エネルギ

ーリソース（DER）のひとつとして捉える視座にある。

このようにリアルタイムの反応が重要視される時代に

おいては、様々な情報のデジタル化は価値を生むことに

繋がるが、電力に関する情報は比較的デジタル化しやす

い一方で、地域熱供給における熱や制御情報のデジタル

化、最適化等の現状はどうだろうか。

ここからは、地域熱供給のこれらの状況を把握するた

め 2019 年に全国の熱供給事業者に対して実施した、制

御や運用に関する実態調査結果 1）2）3）（回答率 37％）の

一部をご紹介したい。

地域熱供給のデジタル化・最適化の現状
①熱源制御の実態

地域熱供給の心臓部とも言える熱源。この熱源の制御

方法（各熱源の台数制御時の ON/OFF の判断）に関す

る調査結果を図2に示す。1980 年以前の営業地域で「全

て自動運転」や「自動運転が主」との回答が多いのは、

大規模な熱源・制御改修の実施が要因の一つとして推察

されるが、現状でも「全て手動運転」とする事業者が非

常に多いことがわかる。

図3には図2の設問で「全て自動運転」以外を選択

した理由の結果を示す。そもそも台数制御機能がないと

の回答が最も多いが、運用上の問題や省エネルギー性の

観点から、専門の運転員が手動で ON/OFF を判断して

いる営業地域も一定数存在している。

②データの収集と分析
プラント内でのデジタルデータの収集実態を把握する

ため、ここでは代表例として、各熱源の COP、冷水・

温水ポンプの WTF（＝搬送熱量 / ポンプの電力消費量）、

プラント COP の各項目の演算に必要な温度、流量、エ

ネルギー消費量等のデータ収集が可能であるかを確認し

た。回答結果を図4に示す。いずれの項目でもデータ

の収集間隔が短くなるにつれ、データを保有する営業地

図2　熱源の台数制御方法（営業開始年別）

図3　図2で「全て自動運転」以外を選択した理由

図4　エネルギー消費関連データの収集有無

2001年～

手動運転が主だが自動運転も行なう

全て自動運転

全て手動運転

自動運転が主だが手動運転も行なう

1991年～2000年

1981年～1990年

～1980年
0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 台数制御機能（自動運転機能）がない
2. 自動運転に運用上の問題がある
3. 手動運転の方が省エネのため
4. 2.3の両方
5. その他

12％

2％

9％
7％

70％

全ての熱源であり
一部の熱源であり

各熱源のCOP　n=43

プラントCOP　n=43

冷水・温水ポンプのWTF　n=42

月別

日別

時刻別

0％ 50％ 100％

あり なし

月別

日別

時刻別

なし なし

0％ 50％ 100％

全てのポンプであり
一部のポンプであり

月別

日別

時刻別

0％ 50％ 100％

図5　時刻別データ収集有無とプラントCOPの関係

あり なし

0.89 0.60

各熱源のCOP 冷水・温水ポンプのWTF プラントCOP
※図内の数値は平均値を示す

0.92 0.71 0.92 0.68

プ
ラ
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ー
）
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0.8
0.6
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域が減少しており、時刻別データではいずれの項目も

50％程度の事業者しか収集できていない実態が確認でき

る。

図5には、図4での各項目の時刻別データの収集有

無（「一部あり」の営業地域は対象外）とプラント COP

との関係を示す。図より冷水・温水ポンプの WTF やプ

ラント COP の時刻別データを収集している営業地域は

プラント COP がやや高いが、各熱源の COP データが

収集できない地域では低い傾向があり、データ収集の有

無は効率にも深く関係していることがわかる。

次に図6にはこれら収集データの活用法として、デ

ータ分析や不具合の検知、省エネルギー対策の実施有無

の結果を示す。供用開始年の違いによる顕著な傾向は確

認できないが、収集データを用いた不具合検知や省エネ

ルギー対策の実施の有無とプラント COP との関係を探

ると、日常的に対策を実施している営業地域はプラント

COP が高く、データ活用の有効性がみてとれる（図7）。

③供給側と需要側の連携
熱供給地域全体の最適化を目指すには、冒頭で述べた

とおり供給側と需要側の連携が欠かせない。この実態を

把握するため、ここでは供給側と需要側関係者が揃って

参加する省エネルギー化を目的とした会議体の有無とそ

図8　	需要側関係者が参加する省エネ化を目的とした会議体の
有無（左）とその開催頻度（右）

図9　省エネ化目的の会議体の有無とプラントCOPの関係

図6　データを用いた不具合検知や省エネ対策の実施有無

図7　不具合検知や省エネ対策の実施の有無とプラントCOPの関係
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の開催頻度の回答結果を示す（図8）。このスタイルの

会議体があるのは 19％の営業地域に過ぎず、その頻度

も年間 1 ～ 2 回が大多数であった。また、図9に示す

とおり、供給側関係者のみが参加する省エネルギー化を

目的とした会議体の有無がプラント COP に与える影響

は顕著ではないが、重要側も参加する会議がある営業地

域ではプラント COP が高い傾向が確認でき、積極的な

情報交換や連携の重要性を示唆する。

④往還温度差の実態
熱供給の効率向上を図る上で、供給する冷水や温水の

往還温度差が想定どおりに確保できないと、過大な台数

の熱源運転や搬送動力の増加を招くことになるため、供

給側、需要側の連携のもと、往還温度差を確保すること

は長年の課題となっている。図10以降は熱供給の最適

化度合いを測る一例として、往還温度差の実態調査結果

について紹介する。

図10には、代表日における乖離温度（回答のあった

営業地域の平均値）を示す。なお乖離温度とは、供給規

定上の標準往還温度差とその実績値との差を示しており、

例えば乖離温度が負の場合は、標準往還温度差と比較し

実績では温度差がとれていないことを意味する。図より

冷水では夏期ピーク日や 5 月ピーク日の昼間は 1℃程度

あり
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の乖離に収まっているが、同夜間では 2℃以上、5 月の

夜間や 2 月では約 3℃以上の乖離があり、年間を通すと、

規定の温度差が確保できていない時間帯が多く存在する

と推察される。温水でも、同様の傾向だ。

図11には、図10における昼間と夜間の乖離温度を、

営業地域ごとの分布（2℃間隔で区分）で示した。冷水・

温水とも負荷が少なくなる季節ほど、分布のばらつきが

大きくなる傾向があり、低負荷時の良し悪しは営業地域

により差が出やすい。一方で、どの季節・時間帯におい

ても、計画どおりの温度差が確保できている営業地域が

一部に存在することも確認でき、これらは最適化の参考

となる事例と言えよう。

往還温度差の実態調査は、冷水に関してのみ 2008 年

に日本熱供給事業協会により実施されているが、図12

ではこの既往調査 4）と 11 年後に実施された本調査の比

較を行なった。図より、調査母数に違いはあるものの、

どの季節・時間帯においても、11 年経過後も改善傾向

は確認できなかった。

脱炭素時代に向けて
ここまで地域熱供給のデジタル化や最適化の現状を見

てきた。先進的な事例はあるものの、熱供給事業全体と

しては課題も多いことがわかる。これらの既存地区での

大幅な改善には、設備や制御の大規模改修のタイミング

が非常に重要となるが、カーボンニュートラルの 2050

年までは残り 28 年。更新周期を考えると抜本的対策が

実施できるのは残り 1 回という地域も多いのではないだ

ろうか。脱炭素が標準となる時代に向け残された機会は

限られており、先を見据えた行動が求められている。

図10　代表日における乖離温度（左：冷水、右：温水）

図11　乖離温度の営業地域別分布（左：冷水、右：温水）

図12　冷水乖離温度　2008年既往調査4）との比較

0
－1
－2

－3
－4

昼間

夏期ピーク日
n=38

5月ピーク日
n=37

2月ピーク日
n=35

冬期ピーク日
n=21

5月ピーク日
n=14

夜間

14時 5時

－5

乖
離
温
度（
℃
） －1

－2
－3
－4
－5
－6
－7
－8

0
乖
離
温
度（
℃
）

昼間

夜間
9時
5時

0
－2
－4
－6
－8
－10

2
4
1

8

8

4

18

7

4

23

43 3

4

15 12

11

8

123

3

14

14

27

5月ピーク日 2月ピーク日
昼間 夜間

夏期ピーク日
昼間 夜間 昼間 夜間

乖
離
温
度（
℃
）

－25
－20
－15
－10
－5
0
5
10
15

乖
離
温
度（
℃
）

1

1

1

1 1

2

2
3

3
2

3

2

64

1

7

6

1 1 1

1
1

1

7

2
2

1 1

3
2

2

1
1
1

1

1
1

1
1

3

1

昼間
冬期ピーク日 5月ピーク日

夜間 昼間 夜間

既往調査

夏期ピーク日（夜間）夏期ピーク日（昼間）

5月ピーク日（夜間）5月ピーク日（昼間）

2月ピーク日（夜間）2月ピーク日（昼間）

0％ 20％

－6～－4℃未満 0～2℃未満

－4～－2℃未満

－2～0℃未満

－2～0℃未満

－2～0℃未満

－2～0℃未満

－2～0℃未満

－2～0℃未満

－2～0℃未満

－2～0℃未満

40％ 60％ 80％ 100％

n=149

n=38

n=155

n=37

n=135

n=35

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

n=142

n=38

n=141

n=37

n=133

n=35

100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

本研究

既往調査

本研究

既往調査

本研究

既往調査

本研究

既往調査

本研究

既往調査

本研究

0～2℃未満

0～2℃未満

0～2℃未満

0～2℃未満

0～2℃未満

0～2℃未満

0～2℃未満

0～2℃未満

0～2℃未満

0～2℃未満

－6～－4℃未満

－8～－6℃未満

－8～－6℃未満

－8～－6℃未満

－8～－6℃未満

－8～－6℃未満

－10～－8℃未満

－10～－8℃未満

－10～－8℃未満

－4～－2℃未満

－4～－2℃未満

－4～－2℃未満

－6～－4℃未満

－4～－2℃未満

－4～－2℃未満

－4～－2℃未満

－4～－2℃未満

－4～－2℃未満

－4～－2℃未満

－4～－2℃未満

－4～－2℃未満

－6～－4℃未満

－6～－4℃未満

－6～－4℃未満

－8～－6℃未満

－8～－6℃未満

－8～－6℃未満

－6～－4℃未満

－6～－4℃未満

－6～－4℃未満

－6～－4℃未満

－6～－4℃未満

－6～－4℃未満

2～4℃未満

2～4℃未満

2～4℃未満

2～4℃未満2～4℃未満

2～4℃未満

2～4℃未満

2～4℃未満

－2～0℃未満

0～2℃未満

2～4℃未満

－2～0℃未満
2～4℃未満

－2～0℃未満

－2～0℃未満

［謝辞］
本文中の実態調査は、JSPS 科研費	JP19K15155 の助成を受けたもので
す。この場をお借りして、アンケートにご協力いただいた事業者の皆さまに
改めて感謝を申し上げます。

［参考文献］
1）大橋巧、岸日和：地域冷暖房地区の制御・運用手法に関する実態調査、
日本建築学会技術報告集、第 27 巻、第 65 号、2021.2

2）大橋巧、森本万葉：地域冷暖房地区の往還温度に関する実態調査、日本
建築学会技術報告集、第 27 巻、第 66 号、2021.6

3）森本万葉、大橋巧：地域冷暖房地区の運用最適化に関する実態調査研究
　第 4 報　往還温度の実態及び既往研究との比較、日本建築学会大会
学術梗概集（東海）、2021.9

4）社団法人日本熱供給事業協会：熱供給施設における冷水温度差調査報告、
2009.5

大橋	巧	氏	略歴
Ohashi	Takumi	

2000 年早稲田大学理工学部建築
学科卒業、2002 年早稲田大学大
学院理工学研究科建設工学専攻修士
課程修了。2002 ～ 2018 年日建
設計。2011～ 2014 年大阪大学
環境・エネルギー管理部特任講師、
2014 ～ 2018 年日建設計総合研
究所主任研究員を経て、2018 年よ
り現職。博士（工学）大阪大学。



12 熱供給 vol.118 2022

COMMUNICATION SQUARE

みなとみらい21熱供給による広報活動
地元紙「タウンニュース」への一年間の
連載企画の意図と効果
2021年 1月～12月にかけて、みなとみらい21熱供給㈱が、地元情報

紙「タウンニュース」中区・西区版にて、同社のアピール記事を掲載されま

した。その意図するところは何だったのか。どのような効果を感じられたの

か。同社コーポレート統括部　西田晃課長、吉田有希子氏にお話を伺いまし

た。

（左）吉田氏、（右）西田課長

Q1		みなとみらい21熱供給では、昨年一年間、地元のタ

ウン紙「タウンニュース」で御社のアピール記事を掲

載されました。掲載概要を教えてください。

A1 「タウンニュース」は神奈川県全域・東京多摩地域

の地域情報紙です。区、市単位でそれぞれ媒体を発行さ

れ、紙面と Web の両方で「超地域密着」型の情報を発

信しています。私たちはその中区・西区版にて、2021

年 1 月～ 12 月の間、毎月 1 回、全 12 回、当社や熱供給

事業のアピール記事を掲載していただきました。

Q2		企画の狙い、目的は何だったのでしょうか？

A2 昨年、新入社員が入ってきた時に、就活の際に地域

熱供給や当社の情報をどこで得たのか聞いたことがあり

ました。そうしたら吉田がつくった就職情報サイトの会

社紹介は見たけれども、「Google 検索しても見つからな

かった」と言われました。もちろん当社もホームページ

はつくってありますが、働いている私たちの声や様子な

どの情報はほぼありません。それで Web 上に就活生等

にも参考になるような情報を掲載しておきたいと考えた

次第です。ちょうど協会でも資源エネルギー庁の「“初

めての地域熱供給”ワークショップ」を開催されていて、

そういう情報があると、興味を持ってくれた人に広く情

報を提供できるようになるとも考えました。

Q3		なぜタウンニュースだったのでしょうか？

A3 第三者の媒体で、発信力があるものということで、

新聞のようなもので Web 上にも記事が掲載されるもの

が良いと考えました。全国紙でできれば一番良かったの

かもしれませんが、熱料金をいただいて経営している当

社としては費用的な負担が大きすぎました。その時に、

以前から地域密着情報としての取材を受けるなど、お付

き合いがあったタウンニュースさんにお声掛けをいただ

きました。タウンニュースさんなら Web 上に記事が載

りますし、私たちの事業所がある中区・西区版は、まさ

に地元周辺の需要家さん以外の方々やご家庭にも届けら

れます。地元の認知向上にも役立つからいいなと考えて、

タウンニュースさんにお願いすることにしました。

Q4		掲載内容はどうやって決めたのでしょうか？

A4 熱供給事業は公益事業なので、公益性という性格を

アピールしたいと考えまして、企業紹介にとどまらない

ように、街の紹介という雰囲気になるように配慮しまし

た。そのために、前半は社内各部署がどのような業務を

しているか、という観点での発信にしましたが、後半は

行政やエリアマネジメント組織、小学校などとの対談と

いう形でまちづくり、都市づくりへの貢献をアピールで

きるようにし、12 回分の企画と流れを決めました。

　各部署の記事は、取材を受ける社員を各部で決めても

らいました。依頼をした最初は戸惑いも聞かれましたが、

最終的には若手社員を中心に各回の出演が決まりました。

彼らも自分たちの仕事の棚卸しになりましたし、改めて

頭の中の整理もできて、よかったようです。

※撮影時のみマスクを外しています※撮影時のみマスクを外しています
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　対談については、相手側のアピールにもなるように内

容を決めていきました。

Q5		掲載・発信の効果はいかがでしたでしょうか？

A5 Web に掲載されているので、誰かに見ていただく

のに URL を送るだけでいいというのは使い勝手が良い

ですね。出演した社員についてはご家族等に「載ったよ」

と言うことも出来て喜んでもらえました。そういう意味

でも社内のモチベーションアップにつながりました。

　また SDGs プログラム等教育連携プログラムの協定を

結んでいる横浜市立みなとみらい本町小学校にて、昨年

11 月に出張授業を実施した際にも、発表資料の作成時

の情報収集にタウンニュースの記事を活用してくれまし

た。当初期待した Web 上の情報ストックとして早速機

能してくれたのがわかってよかったです。

　予想もしていなかったのは、地元企業や団体から、事

業協力やイベント等の新しいお話を寄せられるようにな

ったことです。地元から、みなとみらい 21 熱供給は何

かやってくれる会社だと期待を抱かれるようになったの

は、今回の取組みの大きな成果だと思っております。

Q6		今後の課題、新たな展開についてお考えのことがあ

れば教えてください。

A6 私たちの最終目標は、熱供給事業が良いシステムで

あると教科書に掲載されることなんです。教科書に載る

ということは、子どもたちが勉強する、認知する、とい

うことになります。将来、官僚になるような子どもたち

や企業の中心で活躍するようになる子どもたちが、地域

熱供給というものがあると知り、全国各地への導入につ

ながる可能性が高まります。横浜市の小学校の社会科の

副読本にみなとみらい 21 地区のまちづくりのことが掲

載されていますが、次の改定の際には、地域熱供給につ

いてもっと詳しく記載してもらうように教育委員会にア

ピールしにいきたいと考えているところです。

　今回の取組みは、それに向けた最初の一歩だと考えて

います。今後も一連の記事を資産として活用できるよう

に、まずは冊子にまとめて、各所への挨拶まわりの時に

配布していきたいと考えています。特に議員さんや環境

系 NPO 等にも積極的にアピールして、地域熱供給の認

知度向上に貢献していけたらと思っています。

タウンニュース中区・西区版に
掲載された記事
みなとみらい21熱供給のホームページに各記事への
リンクがまとめられています。ぜひご覧ください。

https://www.mm21dhc.co.jp/news/townnews2021.htm

タウンニュース中区・西区版での掲載記事一覧
回回 タイトル 取材協力者等 掲載号

第1回 都市を支える
地域冷暖房 木原茂常務取締役 2021年

1月7日号

第2回 「安定供給」が大前提 運転グループ	斧淵主事 2月11日号

第3回 最適な製造計画で
省エネ

運転管理グループ	 盛課長
代理、桑島副主事 3月11日号

第4回 供給支える点検と
顧客対応

保全グループ	 森副主事、
カスタマーグループ	 猪俣
副主事

4月8日号

第5回 設備導入で
省エネ実現へ

開発計画部	 澤出課長、堤
課長代理 5月13日号

第6回 熱需要に応える
設備導入

開発計画部	 内田主事、堤
副主事 6月10日号

第7回 密な連携で
省エネ事例共有

営業部	浅田次長、須崎氏、
（株）東急コミュニティー	
西村哲横浜事務所長、櫻井
仁電気主任技術者

7月8日号

第8回 持続可能な社会の
担い手を（対談）

内田茂代表取締役社長、み
なとみらい本町小学校	 小
正和彦校長

8月12日号

第9回
安心・安全な
街づくりで連携
（特別対談）

コーポレート統括部	 西田
晃課長、（一社）横浜みな
とみらい21（YMM）企画
調整部	 長井亮企画調整課
担当課長

9月9日号

第10回 未来の都市づくりを
共創（特別対談）

開発計画部	 後藤吉博課
長、横浜市都市整備局横浜
駅・みなとみらい推進課	遠
藤拓也担当課長

10月14日号

第11回 脱炭素化へ向け
伴走（特別対談）

木原茂専務取締役、横浜市
温暖化対策統括本部	 岡崎
修司プロジェクト推進課長

11月11日号

第12回 都市を発展に導く
地域熱供給 佐藤茂取締役 12月9日号

掲載されたタウンニュース記事（2021年8月12日号掲載）
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連載●世界遺産から見えてくる日本

矢野 和之

本願寺（西本願寺）には桃山文化

を伝える貴重な建築群が残っており、

飛
ひ

雲
うん

閣
かく

をはじめ、書院、黒書院およ

び伝廊、北能舞台、唐門のほか、東

大寺大仏殿に次ぐ巨大木造建造物の

御影堂や阿弥陀堂などが国宝に指定

されています。また、大書院庭園（虎

渓の庭）が特別名勝、滴
てき

翠
すい

園が名勝

に指定されています。

この滴翠園の池に面する三重の楼

閣が飛雲閣で、一階には唐破風の屋

根をもつ玄関としての舟入の間、上

段・上上段のある招
しょう

賢
けん

殿
でん

と八景の間、

二階には三十六歌仙が描かれている

歌仙の間があり、そして三階は摘
てき

星
せい

楼
ろう

と名付けられています。

飛雲閣は、豊臣秀吉の聚
じゅ

楽
らく

第
だい

から

の移築という伝承がありますが、ま

だ証明されていません。聚楽第は天

正 14 年（1586）に造営され、秀吉

はここで政務をみると共に後陽成天

皇の行幸を迎えたりしていますので、

相応の儀式と遊興のための建築があ

ったことは間違いないでしょう。

複数階をもつ楼閣建築は、中国で

は紀元前から存在したことが、墳墓

に陶製の楼閣模型が副葬されている

ことからわかります。唐の大明宮含

元殿の両翼には栖鳳閣、翔鸞閣とい

う楼閣があり、日本の平城宮大極殿

第 31 回 本 願 寺 飛 雲 閣
～ 謎 に 満 ち た 数 寄 屋 造 の 楼 閣 ～

①



15熱供給 vol.118 2022

　　 世界遺産 DATA 　　

◆登録名：		古都京都の文化財

◆所在地：	京都市、宇治市、大津市

◆登録年：1994年

◆	構成資産：	賀茂別雷神社（上賀茂神社）、
賀茂御祖神社（下鴨神社）、
教王護国寺（東寺）、清水寺、
延暦寺、醍醐寺、仁和寺、平
等院、宇治上神社、高山寺、
西芳寺（苔寺）、天龍寺、鹿
苑寺（金閣寺）、慈照寺（銀
閣寺）、龍安寺、本願寺（西
本願寺）、二条城

　　　　　　※資産総面積1,056ha
　　　　　　　緩衝地帯総面積3,579ha

◆適用基準
（ⅱ）	建築、科学技術、記念碑、都市計画、

景観設計の発展に重要な影響を与え
た、ある期間にわたる価値観の交流
又はある文化圏内での価値観の交流
を示すものである。

（ⅳ）	歴史上の重要な段階を物語る建築物、
その集合体、科学技術の集合体、あ
るいは景観を代表する顕著な見本で
ある。

①正面前景、滴水園の苑池に臨む（写真：本願寺）
②舟入の間
③1階。上段、上上段のある招賢殿
④2階。歌仙の間
⑤3階。摘星楼内部

②

③

④

⑤

（修復建築家・日本イコモス国内委員会事務局長）

文化遺産保護に関わる国際的な非政府組織（NGO）です。
ユネスコの諮問機関として世界遺産登録の調査・評価等の活動も行なっています。
ICOMOS／国際記念物遺跡会議：International	Council	on	Monuments	and	Sites

イコモス
とは

院南門の東西にも楼閣があったこと

が判っています。

また、唐代の代表的な詩人である

杜甫や李白などが、楼閣からの景色

を楽しみながら詩を詠んでいるよう

に、中国では川や湖の景勝地のほと

りに営まれる楼閣がありました。日

本でも唐文化の影響が強い奈良時代

に、長屋王の別荘にあったといわれ

る作
さ

寶
ほ

樓
ろう

が遊興のための楼閣であっ

たと考えられています。

中世になると、禅宗とともに新た

な建築や庭園の様式が入り、苑池に

楼閣が営まれるようになります。足

利義満による金閣（舎利殿）、義政

の銀閣（観音殿）は住宅的要素に宗

教的要素が加わる多重の建築ですが、

飛雲閣には宗教的要素はなく、詩歌

を詠んだりする遊興の空間です。楼

閣の機能という意味では、遠く唐の

文化の流れでもあるといえます。

起
むく

りと反
そ

りを絶妙に組み合わせた

杮葺の屋根は、重厚感がありながら

も軽快さを失わない絶妙な構成です。

内部は明障子、襖、天井などすべて

の意匠が前衛的で、数寄屋造として

白眉の存在です。この前衛性は、秀

吉に仕えて聚楽第にも屋敷があった

千利休が関係していたと考えるのは

穿ちすぎでしょうか。

また、最上階の摘星楼という名は、

殷
いん

の紂
ちゅう

王や隋の煬
よう

帝
だい

などにまつわる

楼閣と無縁ではないかもしれません。

その意味を考えるとますます謎めい

てくる存在です。
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［自治体の概要］
大阪府　面積：1,905.32㎢（令和2年 10月 1日現在）
　　　　人口：8,797,153人（令和4年1月1日現在）
大阪市　面積：225.33㎢（令和3年 10月 1日現在）
　　　　人口：2,745,667人（令和4年2月1日現在）
おおさかスマートエネルギープラン
http://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisaku/smartenergyplan/index.html

大阪府・大阪市が共同で、脱炭素化

時代の「新たなエネルギー社会」構築

の先導のために策定した「おおさか

スマートエネルギープラン」につい

て、大阪府環境農林水産部エネルギ

ー政策課、大阪市環境局環境施策部

環境施策課の皆さまにお話を伺った。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
おおさかスマートエネルギープラン

策定の背景から教えてください。

━━東日本大震災の際に電力の需給
逼迫という問題に直面し、エネルギ
ー政策は地域の問題でもあるという
認識を持ちました。大規模な発電所
に依存せず、再生可能エネルギー（再
エネ）を普及拡大（地産）させ、地
域特性に応じたエネルギーの効率的
な使用（地消）を進める、すなわち、
エネルギーの地産地消の推進を目的
に、2014年 3月に府市共同で「お
おさかエネルギー地産地消推進プラ
ン」を策定し、2021 年 3 月にそ
の後継となる「おおさかスマートエ
ネルギープラン」を策定しました。
エネルギー政策は需要と供給の両面

から進めていく必要がありますが、
本プランでは特に需要サイドの取組
みを重視しています。また、これま
でのエネルギーの地産地消の推進に、
他地域との連携を含めた広域的な再
エネの調達を促進するといった新た
な取組みも加え、大阪の成長や安全・
安心で安定した府民生活の実現を目
指すとともに、2050 年温室効果ガ
ス排出量実質ゼロに向けて、地球温
暖化対策との整合も図っていきます。
なぜ府市共同の体制で策定されたの

でしょうか。

━━東日本大震災が発生した 2011
年頃から、府市が協力して行政課題
に取り組む流れがあり、エネルギー
政策でも「大阪府市エネルギー戦略
会議」という有識者会議が立ち上げ
られました。この会議は「大阪府市
エネルギー戦略の提言」の取りまと
めをもって廃止されましたが、本提
言等を踏まえて策定した前プランの
推進にあたっては、相互に人材派遣
をするなど、密な意思疎通の中で施
策を推進する体制を構築しました。

引き続き、この体制を維持していく
こととしています。
スマートエネルギープランの概要を

教えてください。

━━府市が目指す「新たなエネルギ
ー社会」として、①原発依存度の低
下、②地域の脱炭素化・レジリエン
ス強化につながる分散型エネルギー
システムの拡大、③需要サイドが主
導する多様で柔軟性のあるエネルギ
ー需給構造をつくっていくという 3
つの視点を示しています。そして、
将来像として「大阪の成長や府民の
安全・安心な暮らしを実現する、環
境にやさしく災害に強いスマートエ
ネルギー都市」を掲げています。そ
の実現に向け 4つの対策の柱「再
エネの普及拡大」「エネルギー効率
の向上」「レジリエンスと電力需給
調整力の強化」「エネルギー関連産
業の新興とあらゆる分野の企業の持
続的成長」と、2030 年度までの 3
つの目標（①自立・分散型エネルギ
ー導入量 250万 kW以上（累積値）、
②再エネ利用率 35％以上、③エネ

自治体施策西東 環境・エネルギー施策の今③

大阪府・大阪市
環境・エネルギー施策を紹介する「自治体施策西
東」。今回は、全国でも例のない都道府県と政令
市が共同でエネルギープランを策定し、推進して
いる大阪府・大阪市の取組みをご紹介します。
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ルギー利用効率 40％以上改善
（2012 年度比））を定めました。再
エネ利用率の目標値は、現在の 2
倍以上となります。
どのように取り組んでいかれるので

しょうか。

━━様々な主体で構成される「おお
さかスマートエネルギー協議会」を
活用して、施策・事業の検討や取組
みを促進しています。実行部隊とし
ては府市共同で「おおさかスマート
エネルギーセンター」を設置してお
り、再エネ、省エネの普及促進など
様々なエネルギー関連施策・事業を
展開していきます。
スマートエネルギーセンターの具体

的な取組みを教えてください。

━━取組みとしては大きく「ワンス
トップ相談窓口サービス」「省エネ
推進」「再エネ普及」の 3つがあり
ます。「ワンストップ相談窓口サー

ビス」は主に中小企業を対象に省エ
ネ対策等の相談に乗り、利用可能な
各省庁や市町村の様々な補助制度等
を紹介するものです。
　「省エネ推進」については省エネ
診断やセミナーの開催、他団体のセ
ミナー等への講師派遣などの活動が
あります。特に注力しているのは「省
エネコストカットまるごとサポート
事業」です。府内の中小企業の皆さ
まに国の補助制度を活用いただき、
省エネ診断からそれを実際に対策と
して実施できるようにする省エネ支
援まで、切れ間なく専門家のサポー
トを受けていただく事業で、昨年度
も今年度も約 50件申込みをいただ
いています。この事業によって省エ
ネ診断の実施だけに留まることなく、
多くの事業者に実際に省エネ対策の
実施につなげていただいています。
　「再エネ普及」については、例え

ば取組みの初手がわからない事業者
に対し、ゼロカーボン経営を実現で
きるように、再エネ 100％電力へ
の切り替えを支援する「再エネ電力
調達マッチング事業」等を行なって
います。これはセンターが公募・選
定した小売電気事業者である支援事
業者が府内で再エネ利用を希望する
事業者の掘り起こしを行ない、全国
の発電事業者から再エネ電力を調達
し、マッチングさせるものです。こ
の事業を利用された中小事業者の好
事例を紹介するセミナーも実施して
います。
今後の課題と展望をお願いします。

━━再エネ利用については、未利用
熱についても、地中熱利用や帯水層
蓄熱冷暖房システム等の導入促進を
実施しています。中でも帯水層蓄熱
冷暖房システムについては、2024
年に先行まちびらき予定のうめきた
2期地区開発でも空調システムの一
部として採用されます。
　今後は再エネの利用拡大とともに、
社会・都市全体でのエネルギー効率
の向上を図り、大阪の成長や府民の
安全・安心で豊かな暮らしにつなが
るよう、脱炭素化に向けた取組みを
進め、2030 年度までの目標を達成
していきたいと考えています。

取材風景（左から、大阪府エネルギー政策課	 岸
田真男氏（総括主査）、西濵英和氏（総括主査）、尾
上律子氏（総括主査）、田中和幸氏（総括補佐）、大
阪市環境施策課	 藤本佳子氏（課長代理）、田中哲
也氏（課長代理））

図　大阪府市が目指す「新たなエネルギー社会」の将来像
（出典：大阪府・大阪市「おおさかスマートエネルギープラン」2021年3月）

企業価値が上がる
事業活動を通じた脱炭素化への貢献により
様々な産業において企業の価値が向上

エネルギーをスマートに使える
AI・IoT などデジタル技術が広がり
スマートにエネルギーを利用

エネルギー関連産業が成長する
蓄電池や水素・燃料電池をはじめとした

エネルギー関連の産業が成長

都市全体でエネルギーを考える
快適で健康にもいいZEH・ZEBの普及や

面的なエネルギー利用が進展

再生可能エネルギーを選べる
府民や事業者が太陽光などの
再生可能エネルギーを自ら選択

災害に備える
太陽光発電や蓄電池の普及により
災害等停電時の電源を確保

大阪の成長や府民の安全・安心な暮らしを実現する、
環境にやさしく災害に強いスマートエネルギー都市

日本の成長を牽引 脱炭素社会の実現に寄与

※累積値。250万kWは府域のピーク時電力需要（2020年度夏季・冬季）の約21～23％に相当します。

自立・分散型エネルギー導入量
（太陽光発電、燃料電池、廃棄物発電等導入量）

再エネ利用率
（電力需要量に占める再生可能エネルギー利用率）

エネルギー利用効率
（府内総生産あたりのエネルギー消費量）

250万kW以上※

太陽光発電：141万 kW、燃料電池等：81万 kW、
廃棄物発電等：28万 kW

35％以上

40％以上改善
（2012年度比）

2030年度目標値

図　おおさかスマートエネルギープランの目標
（出典：大阪府・大阪市「おおさかスマートエネルギープラン」2021年3月）

※撮影時のみマスクを外しています※撮影時のみマスクを外しています
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令和3年度日本熱供給事業協会シンポジウム開催

　当協会では、令和 4 年 2 月 17 日

（木）、会員事業者を対象とした「令

和 3 年度日本熱供給事業協会シンポ

ジウム」を開催しました。本年度は

リアル開催を目指してギリギリのタ

イミングまで検討していましたが、

昨年度に引き続き、新型コロナウイ

ルス感染拡大のために、第一ホテル

東京からのオンラインライブ配信に

よる開催としました。

　当日は、最初に経済産業省資源エ

ネルギー庁電力・ガス事業部熱供給

産業室長 野田太一氏よりご挨拶を

いただいた後、基調講演として、国

士舘大学教授 原英嗣氏に「地域の

レジリエンス強化とカーボンニュー

トラルに向けた地域熱供給の在り

方」をテーマにお話をいただきまし

た。また、事例発表として、各事業

者の方々等に、4 つの営業地域に関

する先進的な取組みや、その効果等

についてお話をいただきました。熱

供給事業に対する将来的な展望や期

待に関するお話の他、多くの事業者

の今後の運営や発展につながる有益

な情報が提供されました。

　なお、協会活動報告については、

2020 年 2 月に発表した「地域熱供

給の長期ビジョン」以降の検討状況

のご報告と、熱電一体供給に係る調

査研究の状況のご報告をしました。

協会功労賞受賞者については、本誌

119 号にて改めてご報告する予定で

す。

News Flash

令和3年度日本熱供給事業協会シンポジウム プログラム（敬称略）
1．開　会
 開会挨拶
　　松原 浩司 （一社）日本熱供給事業協会 専務理事

 熱供給産業室ご挨拶
　　野田 太一　経済産業省 資源エネルギー庁 電力・ガス事業部 熱供給産業室長

2．協会表彰者のご紹介

 功労賞受賞者の写真によるご紹介

3．基調講演
 地域のレジリエンス強化とカーボンニュートラルに向けた地域熱供給の在り方について
　　原 英嗣　国士舘大学 教授

4．協会活動報告
 ①長期ビジョンの深掘検討の実施状況
 ②熱電一体供給に係る調査研究について

5．事例発表
 ①環境性と防災性を両立する田町スマートエネルギーネットワークの取り組み
　　小林 健一郎　東京ガスエンジニアリングソリューションズ㈱
　　　　  　　　　地域エネルギー事業部 運転支援グループマネージャー
 ②下水熱の利用と再生可能エネルギーの導入
　　須齋 慶太　東京下水道エネルギー㈱ 技術課長
 ③東西導管接続による効果について
　　鈴木 正義　新宿南エネルギーサービス㈱ 運転技術部 課長
 ④横浜市新市庁舎整備事業における地域共生の取り組みについて
　　柿沼 友樹　横浜市総務局 総務部 管理課 設備担当課長
　　沼崎 祐樹　東京都市サービス㈱ エリアサービス事業部 エリアサービス統括部
　　　  　　　　カスタマーサービスグループリーダー（統括担当）（兼）事業統括グループ

オンライン開催の様子

原 教授

小林 氏 須齋 氏 鈴木 氏 柿沼 氏 沼崎 氏
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ネ事例部門）を受賞しています。

TGES等が「2021年度省エネ大賞」受賞

熱供給事業者（正会員）による2021年度省エネ大賞（省エネ事例部門）受賞一覧※
テーマ名 受賞者

経済産業大臣賞
（共同実施分野）

既存工業団地におけるスマートエネル
ギーネットワーク構築による省エネの
取り組み

東京ガスエンジニアリングソリューションズ
㈱／カルビー㈱／キヤノン㈱／久光製薬㈱／
栃木県

資源エネルギー庁長官賞
（支援・サービス分野）

日本橋スマートエネルギープロジェク
トによる既成市街地の省エネ・防災へ
の取り組み

㈱日本設計／三井不動産TGスマートエナジー
㈱／三井不動産㈱／東京ガス㈱／清水建設㈱
／新日本空調㈱

資源エネルギー庁長官賞
（共同実施分野）

供給・需要家の協創により省エネを図
るみなとアクルススマートエネルギーネ
ットワーク

東邦ガス㈱／三井不動産㈱／三井不動産レジ
デンシャル㈱／東邦不動産㈱／㈱日建設計／
㈱日建設計総合研究所／㈱竹中工務店

日本熱供給事業協会ホームページ http://www.jdhc.or.jp/

清原工業団地地域

3

熱供給事業者が「コージェネ大賞2021」民生部門の理事長賞・優秀賞受賞

　東京ガスエンジニアリングソリュ

ーションズ㈱（TGES）のグループ

が、（一財）省エネルギーセンター

主催の「2021 年度（令和 3 年度）

省エネ大賞」の省エネ事例部門にお

いて、「既存工業団地におけるスマ

ートエネルギーネットワーク構築に

よる省エネの取り組み」をテーマに、

経済産業大臣賞を受賞しました。本

件は栃木県の既存工業団地（清原工

業団地）にある 3 社 7 事業所に向け

た熱と電気の地域エネルギー管理事

業で、エネルギーの最適管理と需給

調整システムを構築しました。個別

管理をしていた 2015 年度比で 20％

の省エネを実現。災害時も事業継続

が可能なシステムにもなっています。

　なお、同賞では、三井不動産 TG

スマートエナジー㈱や、東邦ガス㈱

も、資源エネルギー庁長官賞（省エ

授賞式の様子

　（一財）コージェネレーション・

エネルギー高度利用センターが主催

する「コージェネ大賞 2021」の民

生用部門において、三井不動産 TG

スマートエナジー㈱のグループが最

上位の理事長賞、虎ノ門エネルギー

ネットワーク㈱のグループと、東京

都市サービス㈱のグループが次席の

優秀賞を受賞しました。

　コージェネ大賞は優れたコージェ

ネレーション（熱電併給）システム

を毎年表彰しているもので、2021

年度の民生部門の理事長賞は 1 グル

ープ、優秀賞は 3 グループに授与さ

れました。この 4 席のうち、熱供給

事業が 3 席を占めており、脱炭素社

会実現に向けて寄与するコージェネ

レーションシステムと高い親和性が

ある地域熱供給が、高い評価を受け

たと言えます。

熱供給事業者（正会員）によるコージェネ大賞2021（民生用部門）受賞一覧※
案件名 受賞者

理事長賞
都心の既成市街地を含めた都市防災力・環境性向
上の実現～日本橋スマートエネルギープロジェクト
への導入事例～（東京都中央区）

三井不動産TGスマートエナジー㈱／三井不
動産㈱／東京ガス㈱／東京ガスエンジニアリ
ングソリューションズ㈱／㈱日本設計

優秀賞

虎ノ門一丁目地区における環境性・防災性に優れた
エネルギー供給（東京都港区）

虎ノ門エネルギーネットワーク㈱／森ビル㈱
／東京電力エナジーパートナー㈱

地域熱供給へのCGS導入による地域密着型共生
事業の実現（神奈川県横浜市）

東京都市サービス㈱／東京電力エナジーパー
トナー㈱

※地域熱供給システム関連の受賞のみ

※熱供給事業の受賞のみ



鼎 談

資源エネルギー庁「令和3年度省エネルギー促進に
向けた広報事業」による2イベントを開催

環境・エネルギー教育における
体験学習の重要性

報 告

百田 真史（東京電機大学 教授）
西川 雅弥（東京電機大学 准教授）
呉 賢明（東京電力エナジーパートナー㈱ エリア開発営業グループマネジャー）
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JR名古屋駅の上空にシンボリックなツインタ
ワーが立ち上がったのは約20年前。1937年
竣工の旧名古屋駅ビルに替わって建設された
JRセントラルタワーズである。オフィス、商
業施設、ホテルなどの大規模複合施設で、地
上245m（地上53階地下4階）ほどの高さを
誇る。2017年には隣接してJRゲートタワー
が建設・接続され、さらに大規模な駅ビルへ
と進化した。この名古屋玄関口のランドマー
クビルにも、環境に配慮した地域熱供給が採
用されている。

2022

vol.

この施設は下記エリアで熱供給を受けています

JR東海名古屋駅周辺地域
（名古屋熱供給㈱）

「熱供給」誌を新たに定期購読ご希望の方は、当協会ホームページよりお申込みください（送料含み無料）。

JRセントラルタワーズ

Japan Heat Supply Business Association
〒102-0075 東京都千代田区三番町1-16 三番町ホテルビル3階
tel.03-6261-7704 fax.03-6261-3195

日本熱供給事業協会社団
法人

一般

“地域熱供給”のバーチャル工場見学サイトが開設されました！
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